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このメールジャーナルは今までは SABSNPO の内部向けのものでしたが、今回も、ひょっ

として、 少しでも興味を持っていただけるかも知れない方々にも配信を始めることにし

ました。 受信をしたくないと思われる方々は恐れ入りますが、その旨、下記 メールあ

て先にお知らせください。 
このメールは特に保存してくださらなくても、ジャーナルのバックナンバーとしてホームページ

（上記 URL）にありますのでいつでもごらんになれます。 

 
 

1）今日の話は昨日の続き、今日の続きはまた明日。 

1-1  きれいな水 
きれいな水の基準として、まず考えるのは人間が飲めるかどうかということ

でしょう。湧き水(人が働きかけたという意味では、井戸水です) が最高で、

そこからの流れ水、溜まり水ということです。 この変形としては雨水 と

それのたまり水、ということでしょう。 
これらの水源が身近にない時には、離れた水源から人工的な流れ水を作らざ

るを得ません。基本的には高いところから低いところに向かう水道の始まり

です。 
日本の上水道としては 江戸時代以前に小田原の早川上水があったそうです。 
(水道記念館内 図書資料室)。 江戸は人口も多く大きな都会を形成していた

ので現在に通ずる様な生活用水のてあてが必要であった訳です。 
小早川水道、神田上水(井の頭池、善福寺池を水源とする)、玉川上水("玉川兄

弟ーー江戸上水道ものがたり“、杉本苑子著(1985)文春文庫)、三田上水、亀

有上水、青山上水、千川上水などがあります。 
地方城下町都市でも 金沢、水戸、福山、名古屋、仙台、鹿児島、高松、福

島、赤穂 でも上水が作られています。        

http://www.sabsnpo.org/
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溜まり水では水に当たるということがあったりして飲料水の精製法が考えら

れてきました。日本の戦国時代でも、籠城の際の水資源として秘密の流れ水

が取り込まれたりしましたが、溜まり水のいろいろの濾過方法も工夫されて

いました。 
更に深川、本所のような時代小説でおなじみの世界では、上水も井戸も駄目

という地域なので水売りが活躍し、大川の水の精製法が工夫されたりしてい

ます。  (“道三堀のさくら” 山本一力著 角川文庫(2008)) 
そのためにクロマトグラフィーの前身のような、いろいろの濾過方法が工夫

されていました。日本の科学史としても興味がある領域てす。 
 

1-2 明治になって細菌による伝染病に対しては、環境衛生がその対策でも

あったように、生物学的にきれいな水を目指して近代的の水道工事が

始まりました。 
更に、いろいろの個人の嗜好が入ってビン詰めの水が売られています。 
しかし、水質基準は同じはづです。 

 
 
1-3 最近では分子科学的に きれいな水が必要になってきました。 

     超純水 (薬局方の純水とは異なります) 
電子部品製造用。分析用、クロマトグラフィ用 
医薬品製造用、細胞培養用、注射用、エンドトキシン分析用 

 



 

２）第 21 回定例会の報告 

2-1 出席者６名（会員 5 名） 送付先確認メール（299 名） 
2-2 知的財産と標準化の繋がりについて使用者を基本にした関係図の説明と、

特許が標準化される例などの説明を行いました。  
2-3 化学品安全管理研究所の大島輝夫さんが出席され、リスクアセスメント 

とマネジメントに関連してアメリカの上院に提出された法案 "Toxic 
Substances Control Act of 2010”（TSCA） について説明を頂きました。 

この項目についてはバイオテクノロジー絡みのものもありますので、大島

さんに詳しく内容を伺って将来話題として取り上げられればと思っていま

す。 随分と昔、崎川範行さんによる”便覧 危険物・有害物質・公害物質

ーーー共立出版(1975)“ が出版されていますが、大島さんの活躍時期とあ

わせて世の中の移り変わりを、振り返ってみるのも興味があります。 
2-4 次の資料を配布しました。 

① 第 21 回バイオテクノロジー標準化支援協会定例会資料 
   技術標準対知的所有権 名和小太郎著 中公新書 
② 第 21 回バイオテクノロジー標準化支援協会定例会資料集② 

  
  
 

３) 第 22 回定例会のお知らせ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

バイオテクノロジー標準化支援協会 第 22 回 定例会 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
日時 2010 年 09 月 24 日(金) 午後１時 30 分―４時 0 分 
   参加費：無料 
＊ （定例会は会員でも会員でなくても自由に出席して、自由に発言も出来ます。） 
＊  友人同士誘い合わせてご出席ください。出席するのが面倒な方はメールでご意見をお

寄せください。 
   
場所 八雲クラブ（ニュー渋谷コーポラス 10 階-1001 号）(首都大学東京同窓会）  
   住所： 渋谷区宇田川町 12-3 
   電話番号： 03-3770-2214  



話題  水 

  
１） 水について将来どのように整理をしていけばよいのか、なんとなく総合

的な議論が出来ればということでこの話題を取り上げました。 話がま

とまってくれば沢山の話題に枝分れしていくものと期待しています。 
２） 国際規格 ISO で水の品質を取り扱っているのは Tc147 です。   

WHO などのバイオ関係とも十分に連絡を取っているようです。 
 
 

 

 
 
 
 



３） 日本の規格 

 

 
 



４） ASTM 規格 

 
 

４）ホームページに e-library のリストがあります。 会員の方はその中から

希望のものをご指摘ください。 
 

 


